
令和７(2025)年度公共用水域水質常時監視等業務仕様書 

 

本仕様書は、栃木県(以下「甲」という。)が発注する令和７(2025)年度公共用水域水質常時監

視業務(以下「水質監視業務」という。)及び公共用水域における有機フッ素化合物調査（以下、

「有機フッ素化合物調査」という。）を受託する者(以下「乙」という。)の業務について、必要

な事項を定めるものである。 

 

１ 委託業務内容 

(1) 栃木県の「令和７(2025)年度公共用水域及び地下水の水質測定計画」(以下「測定計画」

という。)に基づく公共用水域の調査(河川調査、湖沼調査、水道水源調査) 

(2) 栃木県の「令和７(2025)年度公共用水域及び地下水における有機フッ素化合物調査要領」

（以下、「要領」という。）に基づく公共用水域(河川、湖沼)の有機フッ素化合物調査 

(3) 水生生物調査 

(4) 報告業務 

 

２ 実施方法 

(1) 測定計画に基づく公共用水域の調査 

測定計画のうち、栃木県が測定を行うこととなっている河川及び湖沼の測定地点におい

て、次のとおり水質監視業務を実施する。 

① 採水 

採水は次のとおり実施する。調査の概要は次表のとおりである。 

・ 採水日前日までの降雨及び天候の影響が少なく水質が安定した日に実施する。 

・ 採水位置は、当該地点を代表する場所とする。 

・ 採水時には、流量、採水位置、天候、採水時刻、全水深、採水水深、気温、水温、 

外観、色相、臭気、透視度(湖沼においては透明度)、電気伝導率、流況を観測する。 

流量は、他の観測値を採用できる場合はその数値をもって測定値とすることができ 

る。 

・ 降雨や工事等の影響で河川・湖沼の水質が安定していないと考えられる場合は、採 

水場所の変更、採水延期の有無について甲の指示を仰ぐ。 

調査地点 地点数 頻度・回数 時期 

河 

川 

環境基準点 48 
月１回(年12回)※１ 

毎月１回、月の上旬から

中旬の連続する３日間 補助地点 14 

湖 

沼 

湯ノ湖・中禅寺湖 11 月１回(年８回)※２ ４月～11月 

深山、塩原ダム貯水池 ２ 月１回(年４回) ５月、７月、９月、11月 

水道水源の調査地点 ３ 月１回(年４回) ５月、７月、８月、11月 



※１ 河川の補助地点におけるＢＯＤ等年６回の調査は、偶数月に実施する。 

※２ 中禅寺湖(水深 150m)は、５、８、10月に１回ずつ(年３回)実施する。 

 

② 分析 

分析は、測定計画に定める方法により実施する。 

また、ｐＨ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＤＯ、大腸菌数、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素並びに揮

発性有機化合物は採水当日に分析に着手するものとし、その他の項目はできるだけ速やか

に分析する。 

③ プランクトンの調査 

中禅寺湖(St.4、St.6)及び湯ノ湖(St.3、St.5)において、４月から 11 月の期間に毎月

１回採取し、「令和６(2023)年度栃木県水質年表 第４章」と同様に分類、同定、計数を

行う。 

 

 (2) 要領に基づく公共用水域有機フッ素化合物調査 

要領に基づき公共用水域水質常時監視の河川及び湖沼の測定地点で、次のとおり有機フッ

素化合物調査を実施する。 

①  採水 

採水は次のとおり実施する。調査の概要は次表のとおりである。 

・ 公共用水域常時監視調査の４月の採水と同時に採水する。 

・ 採水日前日までの降雨及び天候の影響が少なく水質が安定した日に実施する。 

・ 採水位置は、当該地点を代表する場所とする。 

・ 採水時には、流量、採水位置、天候、採水時刻、全水深、採水水深、気温、水温、 

外観、色相、臭気、透視度(湖沼においては透明度)、電気伝導率、流況を観測する。 

流量は、他の観測値を採用できる場合はその数値をもって測定値とすることができ 

る。 

・ 降雨や工事等の影響で河川・湖沼の水質が安定していないと考えられる場合は、採 

水場所の変更、採水延期の有無について甲の指示を仰ぐ。 

調査地点 地点数 頻度・回数 時期 

河川・環境基準点 48 月１回（年１回） ４月 

湖 

沼 

湯ノ湖・中禅寺湖 ２  月１回（年１回） ４月 

深山ダム貯水池 １ 月１回（年１回） ４月 

②  分析 

分析は、環境省が定める方法により実施する。なお、報告下限値は暫定指針値の１/10

の値とする。 

 



(3) 水生生物の調査 

渡良瀬川水系における環境基準点のうち、次表の 24 地点において、５月及び 11 月に採

取し、分類、同定、計数を行う。調査方法・分類等は別添「水生生物による水質評価法マ

ニュアル－日本版平均スコア法－」のとおりとし、技術上の不明な点は、県保健環境セン

ターと調整する。 

調査河川 調査地点 時期 

渡良瀬川(2) 葉鹿橋 

５月 

11 月 

神子内川 末流 

小俣川上流 新上野田橋 

松田川上流 新松田川橋 

松田川下流 末流 

蓮台寺川 末流 

袋川上流 助戸 

袋川下流 袋川水門（末流） 

旗川上流 高田橋 

旗川下流 末流 

出流川 末流 

才川 末流 

秋山川上流 堀米橋 

秋山川下流 末流 

三杉川 末流 

巴波川上流 吾妻橋 

巴波川下流 巴波橋 

永野川上流 大岩橋 

永野川下流 落合橋（末流） 

思川上流 保橋 

思川下流 乙女大橋 

大芦川 赤石橋 

黒川（渡良瀬川水系） 御成橋 

姿川 宮前橋 

 

 

 

 



(4) 報告業務 

① 公共用水域の調査結果 

ア 毎月採水日翌月の 15 日(３月採水分は３月末)までに報告する。報告書には、次の資

料を添付し、磁気媒体及び書面で各１部提出する。 

・ 様式１ 水系別採水時の特記事項 

・ 様式２ 測定結果 

・ 様式３ ＢＯＤ・ＣＯＤ・大腸菌数測定結果 

・ 様式４ 環境基準点別ＢＯＤ・ＣＯＤ測定結果表 

・ 採水日、採水時刻及び測定地点名を表示した採水時の写真 

イ 甲が別途提供する宇都宮市及び国土交通省の測定結果を用いて様式４を作成し、毎月

宇都宮市及び国土交通省の採水日翌々月の 15 日(３月採水分は翌月末)までに磁気媒体

及び書面で各１部提出する。 

ウ ア及びイを「環境省水質監視情報管理報告システム入力支援ツール」へ入力し、四半

期毎に磁気媒体で１部提出する。 

エ 水道水源の調査結果を四半期毎に取りまとめ、翌月 15 日までに、磁気媒体で１部提

出する。 

オ プランクトンの調査結果を「令和４(2022)年度栃木県水質年表 第４章」のとおりに

取りまとめ、出現種リストを添付し１月末までに磁気媒体及び書面で各１部提出する。 

 

③  公共用水域有機フッ素化合物調査 

ア 有機フッ素化合物調査は、採水実施後 15 営業日以内に電子メールで速報を報告し、

計量証明書及び報告書は５月末日までに報告する。報告書には、次の資料を添付し、磁

気媒体及び書面で各１部提出する。 

・ 様式１ 水系別採水時の特記事項 （①と同一） 

・ 様式２ 測定結果        （①と同一） 

・ 様式５ 有機フッ素化合物（PFOS 及び PFOA）結果（参考値等として、PFOS（直鎖

体及び分岐異性体）、PFOS（直鎖体）、PFOA（直鎖体及び分岐異性体）及び PFOA

（直鎖体）の値も記載すること） 

・ 採水日、採水時刻及び測定地点名を表示した採水時の写真（①と同一） 

イ アを「環境省水質監視情報管理報告システム入力支援ツール」へ入力し、６月末まで

に磁気媒体で１部提出する。 

 

④  水生生物の調査結果 

「令和６(2024)年度栃木県水質年表 第５章」のとおりに取りまとめ、出現種リストを

添付し１月末までに磁気媒体及び書面で各１部提出する。 

 



(4) その他 

① 採水時の留意事項 

河川において異常な臭気又は魚類の浮上等異常な事態を発見した場合は、現場において

可能な範囲で原因を究明し、速やかに甲に連絡し、報告書にその概況を付記する。 

② 分析時の留意事項 

環境基準値を超過した場合、または報告下限値を超えて健康項目が検出された場合は、

速やかに甲に連絡する。また、その試料は、甲の指示があるまで保存する。 

③ 渡良瀬川上流の調査に係る特記事項 

本仕様書で定める事項のほか、別紙「渡良瀬川上流の調査に係る特記事項」に基づき委

託業務を実施する。 

 

３ 業務主任技術者 

乙は、業務に関する業務主任技術者を定め、契約締結後１週間以内に書面で甲に報告しなけ

ればならない。また、業務主任技術者を変更した場合は、変更後１週間以内に書面で甲に報告

しなければならない。 

 

４ 業務日程 

(1) 乙は、年間の水質監視業務日程表を作成し、契約締結後１週間以内に甲に提出する。 

(2) 乙は、河川・湖沼の状況、気象状況等により日程を変更する場合は、随時甲の承認を受け

る。 

(3) 乙は、湖沼調査に関係する発電所及びダム貯水池の管理者に対して、契約締結後１週間以

内に業務日程を提示する。 

 

５ 湖沼における調査船の使用 

中禅寺湖の調査には、甲が所有する「水質調査船」を使用する。使用する際には、始動時の

点検、気象条件等に充分留意し、事故の発生防止に努め、船の故障等異常があった場合は、速

やかに甲に連絡する。 

中禅寺湖以外の調査には、乙が手配した傭船を使用し、これに係る費用は乙が負担する。 

 

６ 再委託の禁止 

乙は、この委託業務の一部又は全部を他の者に委託してはならない。 

 

７ 必要物品等 

  この委託業務を実施する上で必要な物品及び消耗品等は、すべて乙の負担とする。 

 

 



８ 精度管理 

(1) 調査結果の信頼性を確認するため、原則として次のとおり精度管理を行う。 

① 甲は、委託契約締結後できるだけ早期に、乙の事業所への立入検査を行う。 

② 甲は、水質監視業務の委託期間中に１回以上、乙が行う試料採取に立ち会う。 

③ 乙は、甲が別に定める方法により、既知濃度試料の分析を行い、甲に報告する。 

(2) 甲が必要と認めた場合、甲は乙に対し追加説明、資料等の提出、再採水及び再分析を求め

ることができる。 

 

９ その他 

(1) 測定値等に問題があると認められた場合、甲は乙に対し追加説明、資料等の提出、再採水

及び再分析を求めることができる。 

(2) 委託料の支払いは四半期ごとに行うものとする。 

(3) この仕様書に定めのないことは、甲と乙が協議して定める。 

(3) 報告書の提出先及び連絡先 

栃木県環境森林部環境保全課水環境担当 

TEL 028-623-3189 



渡良瀬川上流の調査に係る特記事項 

 

 本特記事項は、令和７(2025)年度公共用水域水質常時監視業務における渡良瀬川上流に係る調

査について、令和７(2025)年度公共用水域水質常時監視業務仕様書によるほか、必要な事項を定

めるものである。 

 

１  調査 

調査の概要は次表のとおり。 

調査地点 採水頻度 分析項目及び頻度 

沢入発電所 

渡良瀬川取水堰 

１回/月 

(12 回/年) 

・毎月 

ｐＨ,ＢＯＤ,ＣＯＤ,ＳＳ,ＤＯ,大腸菌数 

銅,砒素,カドミウム,鉛,全亜鉛 

・２回/年(※) 

全燐,全窒素,界面活性剤（ＭＢＡＳ） 

※５～８月及び 11月～２月に１回ずつ実施すること。 

２ 採水 

採水は、今市発電所管理事務所の指示に従い実施すること。 

 

３ 報告 

分析の結果が以下のいずれかに該当するときは、当該項目について結果を速やかに甲に連絡

すること。また、その試料は、甲の指示があるまで保存すること。 

(1) 環境基準値を超過した場合 

(2) カドミウム又は鉛が報告下限値を超えて検出された場合 

(3) 銅が 0.91mg/L 以上の値となった場合 

(4) 砒素が 0.004mg/L 以上の値となった場合 

 


